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交通の状況

道路交通の現状と課題
■ 整備済区間については約２万台（現道＋バイパス）、藤原地区・川治地区については約５千～６千台、川治地区

以北については約２．５千台の交通があり、大型車混入率は約１０％程度となっている。
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国道121号の交通特性について

凡 例

出典：H22センサス

交通量 （昼12h大型車混入率）
交通量観測地点

19,131台／日（7.7％）
日光市栗原314地点

12,125台／日（4.5％）
日光市高徳951-2

8,376台／日（7.3％）
日光市小佐越59-1

6,283台／日（14.9％）
日光市藤原町藤原916-1

5,288台／日（10.8％）
日光市川治

2,546台／日（16.6％）
日光市五十里地内

日
光
市
独
鈷
沢

H17道路交通センサス現況OD調査結果を基に算出
検討断面は国道121号日光市川治地区

75％

18％

7％

内々交通

内外交通

通過交通

4,734 台／日（15.1％）
栃木県日光市横川５４８－２

内々交通：日光市内
内外交通：日光市内から日光市外を行き来する交通
通過交通：日光市内を通過する交通

三ツ岩トンネル
（整備済）



■国道１２１号は日光国立公園の区域内に位置している。
■国道１２１号の周辺は第２種特別地域、第３種特別地域、普通地域の３種類が指定されている。

自然の状況 ５
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日光国立公園(第2種特別地域)

日光国立公園(第3種特別地域)

日光国立公園(普通地域)
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道の駅 湯西川

五十里ダム

川治ダム

海尻橋

第一種特別地域 ： 特別保護地区に準ずる景観を有し、特別地域のうちでは風致を維持する必要性が最も高い地域であって、現在の景観を極力保護することが必要な地域）
第二種特別地域 ： 第一種特別地域及び第三種特別地域以外の地域であって、特に農林漁業活動についてはつとめて調整を図ることが必要な地域）
第三種特別地域 ： 特別地域のうちでは風致を維持する必要性が比較的低い地域であって、特に通常の農林漁業活動については原則として風致の維持に影響を及ぼすおそれが少ない地域
普■通■地■域 ： 国立公園又は国定公園の区域のうち特別地域及び海域公園地区に含まれない区域

※自然公園法に基づく区分

※
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■国道121号は、過去に落石や倒木、土砂流出等に起因する通行規制が発生している。
■特に、未整備区間では、平成元年以降の２８年間で２６回の通行規制が発生。
このうち、藤原・川治地区では１日以上の全面通行止めが３回発生している。

【自然災害への脆弱性】 自然災害による過去の通行規制 ６

区間 （１）整備済区間 （２）未整備区間 （３）整備済区間 （４）未整備区間 （５）未整備区間

災害による通行規制回数 14回（現道７回、BP７回） １２回 ５回（現道１回、BP４回） ７回 ５回

（うち１日以上の全面通行止め回数） （1回） （３回） （０回） （０回） （０回）

事前通行規制回数 0回 ２回 ０回
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全面通行止（1日以上）
全面通行止（1日未満）
片側交互通行

（4）未整備
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三ツ岩トンネル
（整備済）



■ 国道121号では、平成元年に落石による死亡事故が発生するなど落石に対する利用者の安全の確保が課題と
なっている。

【自然災害への脆弱性】 落石による被災事例 ７
＜修正箇所＞
・新聞記事の適正化

至

福
島

至

今
泉

道の駅湯西川

五十里湖

八汐湖

第二岬
トンネル

第四高瀬山
トンネル

平成元年８月２６日下野新聞

過去の主な落石事例

釜橋 落石（H25.6.15） 川治地内 落石（H25.1.13）

五十里トンネル北側落石（H26.5.1）
五十里ダム上落石（H24.9.1）

五十里ダム

川治ダム



平成２７年９月１６日 下野新聞

■ 国道121号では、平成27年9月の関東・東北豪雨時に、土砂流出、落石、路肩崩落（雨量規制基準超過）による
通行規制の他、全面通行止め（ 最長約15日間）が発生したため、川治温泉、道の駅湯西川、湯西川温泉、塩原
温泉が一時孤立状態となった。

（主）川俣温泉川治線
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400
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121

⑨

⑩

①

②
③ ④

⑤
⑥

⑧

湯西川温泉
【一時孤立】

道の駅湯西川
【一時孤立】

川治温泉
【一時孤立】

日光総合支所

日光市役所
（今市）
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1
4
.5
㎞

栗山総合支所

⑦

藤原総合支所
（鬼怒川温泉）

塩原温泉【一時孤立】

国道１２１号 通行止状況
③～⑦日光市独鈷沢 L=7.2km

H27.9.9 22:15 ～ H27.9.12  17:00    全面通行止
⑧日光市五十里 L=1.3km

H27.9.9 21:10 ～ H27.9.24  15:00 全面通行止

⑨日光市藤原（イの原） L=2.5km
H27.9.9 22:15 ～ H27.9.24  15:00 全面通行止

⑩日光市藤原（龍王峡） L=0.5km
H27.9.9 23:10 ～ H27.9.22 15:40  全面通行止

L=
3
.4
㎞

④日光市独鈷沢
（野岩鉄道高架下）

⑤日光市独鈷沢
（野岩鉄道高架東）

⑥日光市独鈷沢
（ロックシェッド）

⑦日光市独鈷沢
（片足沢橋）

通常時

⑧日光市五十里（五十里ダム）

⑨日光市藤原（イの原）

⑩日光市藤原
（龍王峡）

至 福島県
（会津地方）

①日光市中三依 ②日光市独鈷沢
（三依小南）

③日光市独鈷沢
（三依ゲート南）

異
常
気
象
時
通
行
規
制
区
間

（
連
続
雨
量
２
０
０
㎜
）

121

被災地域

平成 2 7年 9月関東 ・ 東北豪雨時の国道 １ ２ １ 号の被災状況

【自然災害への脆弱性】 H27関東・東北豪雨被災状況

：主要施設・観光拠点 ：広域避難場所

：被災箇所(片側通行) ：被災箇所(両側通行止め)

８
＜修正箇所＞
・新聞記事の適正化



落石・崩壊
43%

岩盤崩壊
28%地すべり

1%

土石流
8%

雪崩
2%

盛土
4%

擁壁
14%

橋梁基礎の洗掘
0%

区間 整備済
未整備 整備済 未整備

合計藤原地区
川治地区

五十里
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

旧道
規制
区間

規制
なし

要対策 6箇所 27箇所 11箇所 13箇所 29箇所 8箇所 94箇所

カルテ対応 7箇所 49箇所 7箇所 7箇所 24箇所 4箇所 98箇所

小 計 13箇所 76箇所 18箇所 20箇所 53箇所 12箇所 192箇所

【自然災害への脆弱性】 防災点検結果

地形分類図（詳細）

■国道121号は、塊状の岩盤が急峻な斜面に多く露出している。

■また、岩盤表層は亀裂の開口とこれに伴う緩みの進行により落石・崩壊が発生しやすく、大規模な岩盤崩壊を発生する

可能性を有する箇所が多く存在している。

■特に藤原地区、川治地区においては防災点検の結果、災害危険箇所が全体の４割を占めている。

塊状の岩盤が斜面に露出した箇所
(大規模な岩盤崩壊が発生する可能性があり危険)

資料：平成10年度道路防災総点検（三次点検）業務委託 報告書
平成28年度防災点検業務委託 報告書

防災点検評価結果
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整備済
（五十里BP） 未整備

道の駅（湯西川）

栃木県

福島県

西川集会所
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海尻橋

落石・崩壊と岩盤崩壊が

全体の約7割を占める

藤原地区、川治地区における災害危険箇所数は

全体の約4割を占める

落石・崩壊 98箇所

岩盤崩壊 64箇所

地すべり 2箇所

雪崩 4箇所

土石流 18箇所

盛土 10箇所

擁壁 31箇所

橋梁基礎の洗掘 1箇所

計 228箇所

９

川治
温泉

異常気象時通行規制区間
(連続雨量200㎜､L=3.4㎞)

日
光
市
五
十
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尻
橋
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藤原地区 川治地区

未整備

異常気象時通行規制区間
(連続雨量200㎜､L=14.5㎞)

未整備
(通行規制区間)

点検結果の内訳グラフ

細目名称 安定度調査の評価内容 内 容

要対策 対策が必要と判断される 災害に至る可能性のある要因が、明らかに認められる箇所

カルテ対応 防災カルテを作成し対応する
将来的には対策が必要となる場合が想定されるものの、当
面「防災カルテ」による監視等で管理していく箇所

対策不要 特に新たな対応を必要としない
災害の要因となるものが発見されず、特に対応を必要としな
い箇所

日
光
市
藤
原

（日
塩
有
料
道
路
分
岐
部
）

区間 整備済
未整備 整備済 未整備

合計藤原地区
川治地区

五十里
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

旧道
規制
区間

規制
なし

対応不要 0箇所 29箇所 5箇所 0箇所 2箇所 0箇所 36箇所

三ツ岩トンネル
（整備済）



【走行性】 道路線形の現状と課題

■ 国道121号は急カーブ箇所やカーブの連続する箇所が存在し、走行性の確保が課題。
■ 特に藤原・川治地区では線形不良及び幅員の狭い箇所が多く存在することから、大型車とのすれ違いが困難

である上、冬期は積雪や凍結による速度低下も発生している。

10
＜修正箇所＞
・車道幅員の適正化
・写真の差し替え

区間 整備済区間
未整備区間

（藤原地区、川治地区）
整備済 未整備区間 未整備区間

現
道
道
路
構
造

道路幅員（m） 16.0m 6.5～11.2m 9.0m 5.4～10.0m 5.8～12.0m

平面線形
（R<60m箇所）※

0箇所 38箇所 0箇所 22箇所 3箇所

③狭隘箇所＋急カーブ箇所①狭隘箇所＋急カーブ箇所 ②大型車擦れ違い困難箇所 ④冬期の状況

整備済
整備済

（五十里BP） 未整備

川治
温泉

道の駅（湯西川）

異常気象時通行規制区間
(連続雨量200㎜､L=3.4㎞)

栃木県
福島県

西川集会所

日
光
市
五
十
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（海
尻
橋
）

日
光
市
五
十
里

日
光
市
藤
原

（日
塩
有
料
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路
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岐
部
）

海尻橋

藤原
地区

川治
地区

③

未整備

異常気象時通行規制区間
(連続雨量200㎜､L=14.5㎞)

未整備
(通行規制区間)

②

④
①

日
光
市
独
鈷
沢

凡 例

： 平面線形
Ｒ＜60m ※箇所

※道路構造令規定の設計速度40km/hに対する
必要な曲線半径は60m

五十里ダム

川治ダム

⑤2014年の豪雪時

三ツ岩トンネル
（整備済）



【安全性】 川治温泉街の交通安全の現状と課題

■ 国道121号沿線の川治温泉街では歩道がなく、大型車が通過する際に歩行者に危険がおよぶなど歩行者の

安全性の確保が課題となっている。

11

国道121号の川治温泉街

国道121号の川治温泉街

観光客

両側ともに歩道がないので、非常に歩き

づらいです。

トレーラー等の大型車が真横を通過する

ので、非常に怖いです。

雨の日は、観光客の人が傘を差しながら

歩く必要があるので、危険な状況になっ

ています。

観光関係者の声

日光市観光関係者の声

主な宿泊施設
主なお食事処

川治温泉駅

五十里湖

五十里
ダム

＜修正箇所＞
・位置図の修正
・イラストの修正

川治湯元駅



【自然災害の課題】

地域の現状と課題

・観光の現状と課題 ・・・・・１２

・医療施設への速達性の現状と課題 ・・・・・１３



観光の現状と課題

■ 国道121号沿線の日光市は、世界遺産「日光の社寺」をはじめとする歴史価値のある建造物等や温泉、自然（国立公園）を
有する、純日本的な地域資源に恵まれた国内有数の観光地である。また、会津地区にも鶴ヶ城や大内宿など江戸時代から
保存されてきた歴史的に貴重な建造物があり、観光の拠点となっている。

■ 東日本大震災以降、大幅に落ち込んだ観光客数及び宿泊数はある程度回復したが、その後は横ばいが続いているため
広域的な周遊や連携も視野に入れて観光の活性化を図る必要がある。

川治温泉街

鶴ヶ城（若松城）

日光東照宮

大内宿

鬼怒川温泉

川治温泉
黒部温泉

湯西川温泉

湯野上温泉

本郷温泉

東山温泉
鶴ヶ城

日光東照宮

大内宿

12

※資料：栃木県観光客入込数・宿泊数 推定調査結果

観光客入込数

東日本
大震災

東日本
大震災

（万人）
10.0

5.0

0.0

外国人宿泊数（右軸）

6.3 8.1 8.3
6.1

7.3

2.7 4.4 4.1
6.0 7.0

9.2

観光客宿泊数



医療施設への速達性の現状と課題

■ 日光医療生活圏には三次救急病院がなく、5つの二次救急病院で病院群輪番制が行われている。

■ 二次救急病院は全て日光市の南部に位置しており、対象区間沿線からの救急搬送は国道121号に依存して

いる。また、対象区間は道路が狭くカーブが連続する線形不良箇所や冬期の凍結によって速度低下が発生

しており、傷病者への負担軽減のためにも医療施設へのアクセス強化が必要。

消防署の声
・国道121号は立木等により道の幅員が全体的に狭く感じ、

大型車とのすれ違いも困難である。

・通行困難な箇所は搬送時に気を使う。道路が狭く緩やかな

カーブが多い箇所は走行しにくい。

・冬期は路面が凍結することが多く、速度低下につながる。

・代替路もなく、国道121号に依存している状況である。もし121号が

通行止めになってしまうと孤立して、搬送できないだけでなく、救助

に向かうことすらできなくなってしまい困る。
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